
水戸市中心市街地活性化協議会『定時総会』報告書 

【日 時】 令和５年７月３日（月） 午後１時３０分～午後２時３０分 【定時総会】 

【場 所】 水戸商工会議所 第１会議室 

【出 席 者】 会員９人、委任状１人、オブザーバー３人、専門部会２人、傍聴者４人 

【議 長】 内藤 学 会長 

【報告事項】 （１）第２期水戸市中心市街地活性化基本計画について 

（２）「令和４年度 水戸市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する

報告」における取組等に対する意見について 

（３）水戸のまちなか大通り等魅力向上検討協議会について 

（４）その他 

【審議事項】 ・議案第１号 令和４年度事業報告承認の件  

・議案第２号 令和４年度収支決算承認の件 

・議案第３号 令和５年度事業計画決定の件 

・議案第４号 令和５年度収支予算決定の件 

【報 告 者】 水戸市中心市街地活性化協議会 事務局（水戸商工会議所 産業振興課内） 

 

令和５年度水戸市中心市街地活性化協議会『定時総会』を開催した。 

１．あいさつ  内藤 学 会長 

規約により内藤会長を議長に協議に入った。 

 

２．報 告 事 項 

（１）第２期水戸市中心市街地活性化基本計画について 

〇水戸市商工課から、３月１７日に内閣府の認定を受けた第２期水戸市中心市街地活性化基本計画

について説明があった。 

・協議会から提案した４２事業のうち２２事業が採用された。一部集約され、２０事業が計画に盛

り込まれた。 

〇各目標指数について 

目標指標：芸術文化及び歴史的拠点等における交流人口 

     現況値（R3）139,028 人 ⇒ 目標値（R9）850,000 人 

目標指標：歩行者通行量 

現況値（R4）89,489 人 ⇒ 目標値（R9）112,000 人 

目標指標：居住人口 

現況値（R4）7,029 人 ⇒ 目標値（R9）8,100 人 

目標指標：新規開業数 ※第 1 期計画では空き店舗率 

現況値（R3）49 事業所（H29～R3 の合計数） ⇒ 目標値（R9）累計 65 事業所（R5～R9 の合計数） 

 



（２）「令和４年度 水戸市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告」における

取組等に対する意見について 

・資料に基づき、事務局が説明。 

事前に協議会会員、運営委員、専門部会員に意見書（案）を送付。提出があった意見書（案）に対

する意見について、５月８日の組織運営部会で協議。その後、内藤会長の了承をとり、５月１０日

に水戸市に提出した。 

 

  （３）水戸のまちなか大通り等魅力向上検討協議会について 

〇同協議会の事務局長を務める三上副会長から令和４年度の事業報告と令和５年度事業計画について報

告された。                                                          

・令和４年度は 10月 8日～30日にかけて、試行・実証実験「水戸まちなかリビング作戦」を実施した。 

・南町自由広場や読売会館ビル、西洋倶楽部ビル等での快適な居場所づくり、公共駐輪場の設置、シティ

プロモーションなどを行った。また、南町から泉町の裏通りをルートとしたグリーンスローモビリティ「トコトコ」

の試走実験を行った。 

・令和５年度は、昨年同様、市民を巻き込んだデザイン会議を開催するとともに、今年度も社会実験を秋に

実施する。これまで実施してきた南町２丁目裏通りエリアに加えて、「歩行者利便増進道路制度通称：（ほ

こみち）」制度を活用して大通り歩道部分も活用した社会実験を行っていく。 

 

３．審議事項【議案第１号】令和４年度事業報告承認の件 

【議案第２号】令和４年度収支決算承認の件 

【議案第３号】令和５年度事業計画決定の件 

【議案第４号】令和５年度収支予算決定の件 

○【議案第１号】と【議案第２号】は関連であることから、議長は一括しての審議を提案。 

事務局が事業報告書、収支決算書について資料をもとに説明。 

小田部監事が令和４年度収支決算について、証憑書類と照合した結果、適正であったことを報告。 

その後、質疑応答としたが、質疑・意見等はなく、事業報告および収支決算は承認された。 

                                          

○【議案第３号】と【議案第４号】は関連であることから、議長は一括しての審議を提案。 

事務局が事業計画および収支予算について資料をもとに説明。 

その後、質疑応答としたが、質疑・意見等はなく、事業計画および収支予算は承認された。 

以上で、予定した議案は終了。 

 

４．その他 

最後に、出席したオブザーバーの方々から意見をいただいた。 

〇茨城県産業戦略部中小企業課 経営支援室室長 高橋氏 

・新市民会館や DCキャンペーンなどを活用して交流人口の拡大に繋げてほしい。  

 ・SNSなどウェブを活用して広報する際には、インバウンド向けに英語表記をして発信してほしい。 

 

〇水戸警察署地域課第一課長 谷村氏 

・時期によっては難しい場合もあるが、地域活性化の取り組みやイベントには今後も協力していき

たい。 

 以  上 


